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わが
を
語
る

市
歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た	

み
な
と
ま
ち

　

宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
仙
台
市
よ
り

北
東
へ
16
㎞
に
位
置
す
る
塩
竈
市
は
、

日
本
三
景
松
島
の
一
部
千ち

が賀
の
浦う

ら

周
辺

に
発
達
し
、
そ
の
風
光
明
媚
な
地
形
に

よ
り
、
古
く
は
古
今
和
歌
集
を
は
じ
め

多
く
の
歌
に
詠
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
奈
良
時
代

に
は
大
和
政
権
の
東
北

前
進
基
地
と
し
て
、
隣

地
に
設
け
ら
れ
た
多
賀

城
国
府
の
荷
揚
げ
港
と

し
て
栄
え
、
江
戸
時
代

に
は
伊
達
家
の
保
護
な

ど
も
あ
り
、
鹽し
お
が
ま竈

神
社

の
門
前
町
、
仙
台
へ
の

荷
揚
げ
港
、
松
島
遊
覧

の
発
着
所
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。

　

日
本
有
数
の
生
鮮
本
マ
グ
ロ
水
揚
げ

量
を
誇
る
本
市
は
、
例
年
５
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
、
本
マ
グ
ロ
を
は
じ
め
、

メ
バ
チ
マ
グ
ロ
、
ビ
ン
チ
ョ
ウ
マ
グ
ロ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
マ
グ
ロ
が

大
量
に
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
メ

バ
チ
マ
グ
ロ
は「
鮮
度
」「
色
つ
や
」「
脂

の
り
」「
う
ま
み
」に
優
れ
て
お
り
、
塩

竈
の
日
本
一
の
目
利
き
人
に
選
び
抜
か

れ
た
季
節
限
定
の
メ
バ
チ
マ
グ
ロ
を

「
三
陸
塩
竈
ひ
が
し
も
の
」
と
し
て
全

国
に
向
け
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
お
り

ま
す
。

先
人
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
、

新
し
い
物
語
を
共
に

　

本
市
は
、
昭
和
16
年
に
市
制
を
施
行

し
て
か
ら
、
令
和
３
年
に
80
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が

築
き
上
げ
て
き
た
ま
ち
の
歴
史
を
次
世

代
に
伝
え
、
１
０
０
周
年
に
向
け
た
新

た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
と
共
に
考
え
、
共
に
築
き
上
げ

て
い
く
契
機
と
し
て
、「
先
人
た
ち
に

思
い
を
馳
せ
、
新
し
い
物
語
を
共
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
市
制
施
行
80
周
年
記
念

事
業
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

特
徴
的
な
事
業
と
し
て
は
、
本
市
の

子
ど
も
た
ち
が
国
際
社
会
で
活
躍
で
き

る
よ
う
、
市
内
で
働
く
外
国
人
技
能
実

習
生
と
の
交
流
や
海
外
研
修（
令
和
３

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
の
た
め
国
内
研
修
を
実
施
）を

通
じ
た「
中
学
生
国
際
交
流
研
修
事

業
」、
各
小
学
校
の
学
区
内
に
あ
る
街

区
公
園
に
て
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
植

樹
を
行
う
こ
と
で
、
郷
土
愛
を
育
成
し

な
が
ら
魅
力
あ
る
都
市
公
園
の
整
備
を

図
る「
緑
と
憩
い
再
生
事
業
」、
ア
ー
ト

作
品
を
作
る
楽
し
さ
や
経
験
を
通
し
、

未
来
の
芸
術
・
文
化
を
支
え
る
人
材
の

育
成
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
愛
校
精

「
海
と
社や

し
ろ

に
育
ま
れ
る
楽
し
い
塩
竈
」の

実
現
に
向
け
て 塩し

お
が
ま竈
市（
宮
城
県
）�

 

塩
竈
市
長
　
佐さ

と

う藤
光こ

う

き樹

1

浦戸諸島から一望できる日本三景松島

塩竈市魚市場にて初水揚げされたマグロ

市制施行80周年記念で実施した「小中学校アートプロジェクト事業」
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神
を
醸
成
す
る「
小
中
学
校
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
市
制
施
行
80
年
を
契
機
に

ま
い
た
種
一
つ
一
つ
が
ス
ト
ー
リ
ー
と

し
て
つ
な
が
る
よ
う
10
年
、
20
年
と
育

て
な
が
ら
、
市
民
一
人
一
人
の
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
り
つ
つ
、
市

民
が「
楽
し
み
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
塩

竈
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」と
感
じ
て

い
た
だ
け
る「
新
た
な
塩
竈
」
の
創
造

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〜「
海
と
社
に
育
ま
れ
る
楽
し
い

塩
竈
」の
実
現
に
向
け
て
〜	

塩
竈
市
第
６
次
長
期
総
合
計
画

が
ス
タ
ー
ト

　

令
和
４
年
度
は
、
塩
竈
市
第
６
次
長

期
総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
10
年

後
の
目
指
す
べ
き
都
市
像「
海
と
社
に

育
ま
れ
る
楽
し
い
塩
竈
」の
実
現
に
向

け
た
第
一
歩
と
な
る
重
要
な
年
度
で
す
。

本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
は
、子
育
て
世
帯
の
移
住
・

定
住
を
促
進
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
ま
ち
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
塩
竈
に
生
ま

れ
、学
び・育
ち
、さ
ら
に
は
結
婚・出
産

を
経
て
新
た
に
子
育
て
に
取
り
組
む
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
幹
と
し
た
、
各
ス

テ
ー
ジ
で
楽
し
く
、
生
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
枝
葉
と
な
る
施
策
を

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
若
い
世
代

が
こ
の
ま
ち
に
住
み
続
け
、
移
り
住
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
塩
竈
市
第
６
次
長
期

総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
う
ち
、「
子

育
て
」
と「
教
育
」の
分
野
に
つ
い
て
、

特
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず「
子
育
て
」
施
策
と
し
て
、
安

心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
に
こ
サ
ポ
」と「
こ
こ
る
ん
」の

二
つ
の
施
設
が
連
携
を
図
り
、
相
談
・

支
援
体
制
の
充
実
や
乳
幼
児
の
遊
び
場

の
提
供
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
世
帯
の
移
住
・
定
住
促
進

と
し
て
、
住
宅
の
取
得
を
支
援
す
る

「
子
育
て
・
三
世
代
同
居
近
居
住
宅
取
得

支
援
事
業
」
や
、
本
市
に
居
住
し
、
婚

姻
届
を
提
出
い
た
だ
い
た
世
帯
を
祝
う

「
新
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
事
業
」、

「
誰
も
が
・
い
つ
で
も
・
自
由
に
憩
え
る

公
園
」
の
実
現
に
向
け
、
市
内
総
合
公

園
で
あ
る
伊い
ぼ
い
し

保
石
公
園
の
再
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

次
に「
教
育
」
施
策
と
し
て
、
社
会

を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
育
成
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
教
員
が
講
義
形
式

で
行
う
一
斉
授
業
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

学
び
合
い
を
基
本
と
す
る「
学
び
の
共

同
体
」
に
よ
る
授
業
づ
く
り
や
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
各
小
中
学
校
へ

の
Ａ
Ｉ
型
ド
リ
ル
導
入
な
ど
、「
協
同

的
な
学
び
」と「
個
別
最
適
な
学
び
」と

の
一
体
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
児
童

生
徒
の
学
力
の
育
成
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

個
性
豊
か
で
調
和
の
取
れ
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
多
彩
な

魅
力
を
生
か
し
た
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
み

な
と
ま
ち
を
、
市
民
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
方
々
と
共
に
創
り
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

鹽竈神社に咲き誇る国の天然記念物「鹽竈神社
の鹽竈ザクラ」

塩竈市長

佐藤光樹

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

仙台市

塩竈市

◆ 

面
積　
　

17
・
37
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
３
０
０
０
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
３
８
５
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
海
と
社
に
育
ま
れ
る
楽
し

い
塩
竈
（
令
和
４
年
４
月
開
始　

塩
竈
市
第

６
次
長
期
総
合
計
画
）

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
日
本
有
数
の
生
マ
グ
ロ
の

水
揚
げ
量
を
誇
る
。
歴
史
あ
る
鹽
竈
神
社
と

風
光
明
媚
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
み
な
と
ま
ち

〔
特
産
品
〕
す
し
、水
産
物
（
生
鮮
マ
グ
ロ
類
・

か
き
・
の
り
）、
水
産
加
工
品
（
水
産
練
り

製
品
・
塩
蔵
品
）、
藻
塩
、
地
酒

〔
観
光
〕
鹽
竈
神
社
（
国
指
定
文
化
財
）、
浦

戸
諸
島
、
勝し

ょ
う
が
ろ
う

画
楼
（
市
指
定
文
化
財
）、
仲

卸
市
場

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
塩
竈
み
な
と
祭
（
日
本
三
大

船
祭
り
の
一
つ
）、
藻
塩
焼
神
事
、
鹽
竈
神

社
帆
手
祭
、
鹽
竈
神
社
花
ま
つ
り
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わが
を
語
る

市
里
海
・
里
山
の
風
景
美
に	

全
国
百
選
の
お
墨
付
き

　

鴨
川
市
は
房
総
半
島
南
東
部
、
太
平

洋
側
に
位
置
し
、北
部
か
ら
東
部
に
連
な

る
清
澄
山
系
と
、
市
の
中
央
部
を
横
断

す
る
嶺
岡
山
系
と
の
間
に
、
明
治
天
皇

へ
の
献
上
米
と
し

て
名
高
い
長な
が
さ狭
米

の
産
地
で
あ
る
長

狭
平
野
が
開
け
、

そ
の
平
野
の
太
平

洋
に
面
し
た
地
域

に
市
街
地
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
気
候

と
変
化
に
富
ん
だ

海
岸
線
、新
鮮
で
豊

富
な
食
材
な
ど
貴

重
な
自
然
資
源
は

も
と
よ
り
、
誕
生

寺
・
清
澄
寺
な
ど
日
蓮
聖
人
ゆ
か
り
の

名め
い
さ
つ刹

古こ
さ
つ刹

、全
国
レ
ベ
ル
の
集
客
力
を
持

つ
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
施
設
、
県
内
有
数
規
模
の
宿
泊

施
設
、最
先
端
の
医
療
施
設
な
ど
、魅
力

あ
る
地
域
資
源
を
多
数
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
里
海
・
里
山
の
景
色
は
全

国
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、「
前

原
・
横よ
こ
す
か渚
海
岸（
日
本
の
渚
百
選
）
」や

「
大
山
千
枚
田（
日
本
の
棚
田
百
選
）
」

「
清
澄
寺
旭
が
森（
日
本
の
朝
日
百
選
）」

「
天
津
小
湊
町
誕
生
寺
の
線
香
と
磯
風

（
か
お
り
風
景
１
０
０
選
）
」な
ど
の
景

観
美
は
、
市
民
が
等
し
く
誇
り
と
し
、

海
岸
清
掃
や
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど

を
通
じ
て
大
切
に
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
葉
県
内
の
特
色
あ
る
景
観

92
カ
所
を
選
定
し
た「
ち
ば
眺
望
１
０
０

景
」
に
は
、
魚
見
塚
展
望
台
な
ど
市
内

４
カ
所
が
選
定
さ
れ
、
多
く
の
来
訪
者

や
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
仕
様
の
総
合
運
動
施
設
が	

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
人
気

　

鴨
川
市
総
合
運
動
施
設
は
、
日
本
陸

上
競
技
連
盟
公
認
の
陸
上
競
技
場
、
床

面
が
人
工
芝
の
文
化
体
育
館
、野
球
場
、

照
明
設
備
の
あ
る
人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー

場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
構
成
さ
れ
る

本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
、
プ
ロ
野

球
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
秋
季

キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め
、
社
会
人
や
大
学
、

高
校
生
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
に
、
年

間
を
通
じ
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

陸
上
競
技
場
は
、
陸
上
競
技
で
の
活

用
の
み
な
ら
ず
、
県
南
初
の
女
子
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム「
オ
ル
カ
鴨
川
Ｆ
Ｃ
」の
本

拠
地
と
し
て
、な
で
し
こ
１
部
リ
ー
グ
の

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
７
月
に
は
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
オ
ラ
ン
ダ
代
表
チ
ー
ム
の
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

事
前
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
、
芝
生
の

状
態
な
ど
施
設
整
備
に
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
年
２
月
に
は
、
地
域
内
外
・

多
世
代
間
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
の

新
た
な
拠
点
と
し
て
、
旧
小
湊
小
学
校

を
活
用
し
た「
小
湊
さ
と
う
み
学
校
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
か
ら
、
多
文
化

交
流
室
や
空
調
設
備
付
き
の
体
育
館
、

人
工
芝
の
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
な
ど
、

充
実
の
設
備
を
市
内
外
に
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
一
層
の
合
宿
誘
致
と
交
流

人
口
の
拡
大
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「 
活
力
あ
ふ
れ
る
健
や
か
交
流
の
ま
ち
」を
目
指
し 

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

鴨か
も
が
わ川
市（
千
葉
県
）�

 

鴨
川
市
長
　
長は

せ

が

わ

谷
川
孝た

か

お夫

2

魚見塚展望台から望む市街地と前原・横渚海岸

事前キャンプを行う女子サッカーオランダ代表
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田
舎
暮
ら
し
へ
の
高
い
ニ
ー
ズ
を	

情
報
・
支
援
提
供
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

市
民
の
誰
も
が
主
役
と
な
る
協
働
と

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
強

化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

温
暖
な
気
候
と
都
内
か
ら
の
好
ア
ク

セ
ス
に
恵
ま
れ
た
本
市
は
、
田
舎
暮
ら

し
や
移
住
・
定
住
の
希
望
者
か
ら
の
人

気
が
高
く
、
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

や
働
き
方
改
革
に
よ
る
意
識
の
変
化
に

伴
い
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
ふ

る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
を
図
り
、
就
業
や
不
動
産
、
子
育
て

関
連
な
ど
総
合
的
な
情
報
提
供
を
行
う

ほ
か
、
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
長
期
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
移
住
者
の
積
極
的
な
受
け

入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
先
端
の
医
療
施
設
や
充
実

し
た
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
本
市

の
特
色
と
強
み
を
生
か
し
た
鴨
川
版
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
を
推
進
し
、
東
京
都
圏
に

居
住
す
る
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
暮
ら
し
を

提
供
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

海
辺
の
魅
力
づ
く
り
を	

地
方
創
生
の
起
爆
剤
に

　

旅
行
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
地
域
間
競

争
の
激
化
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る

価
値
観
や
生
活
様
式
の
変
化
へ
の
対
応

が
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、「
選

ば
れ
続
け
る
旅
行
地
」で

あ
る
た
め
の
戦
略
の
一
環

と
し
て
、
日
本
の
渚
百
選

に
選
ば
れ
て
い
る「
前
原
・

横
渚
海
岸
」
周
辺
エ
リ
ア

を
中
心
と
し
た
海
辺
の
魅

力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
の

活
性
化
の
た
め
令
和
３
年

９
月
に
供
用
を
開
始
し
た「
鴨
川
市
魅

力
体
験
広
場
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る

に
ぎ
わ
い
創
出
や
地
域
の
活
性
化
を
目

指
す
た
め
、
魅
力
体
験
広
場
で
事
業
を

行
う
民
間
事
業
者
を
公
募
に
よ
り
選
定

し
ま
し
た
。

　

魅
力
体
験
広
場
に
新
た
な
施
設
を
整

備
し
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造
販
売

や
、
ベ
ー
カ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
、
浜
焼
き

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
土
産
品
の
販
売
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
事
業
展

開
に
よ
り
、
年
間
約
24
万
人
の
入
込
客

数
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
の
開
始
は
今
夏
を
目
指
し
て
お

り
、
市
で
は
こ
れ
を
地
方
創
生
の
起
爆

剤
と
し
て
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、「
活
力
あ
ふ
れ
る

健
や
か
交
流
の
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
、

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進

い
た
し
ま
す
。

就農セミナーで田舎暮らしをお手伝い

にぎわいの創出が期待される魅力体験広場（イメージ）

◆ 

面
積　
　

１
９
１
・
14
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
１
６
３
１
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
４
５
６
２
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
活
力
あ
ふ
れ
る
健
や
か
交

流
の
ま
ち
鴨
川　

〜
み
ん
な
が
集
い　

守
り

育
む　

安
ら
ぎ
の
ふ
る
さ
と
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

日
蓮
聖
人
ゆ
か
り
の
歴
史
と
国
内
有
数
の
観

光
・
医
療
施
設
を
誇
る
活
気
に
満
ち
た
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
２
月
11
日　

鴨

川
市
と
天
津
小
湊
町
の
２
市
町
が
対
等
合
併

〔
特
産
品
〕
ハ
バ
ノ
リ
、
キ
ン
メ
ダ
イ
、
房

州
ひ
じ
き
、
サ
バ
節
、
鴨
川
七
里
、
鴨
川
レ

モ
ン
、
長
狭
米
、
菜
花
、
ト
マ
ト
、
牛
乳
、

萬ま
い
わ
い祝

染
、
房
ぼ
う
し
ゅ
う
の
こ
ぎ
り

州
鋸

〔
観
光
〕
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
鴨
川
オ
ー

シ
ャ
ン
パ
ー
ク
、
里
の
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
み
ん
な
み

の
里
、
大
山
千
枚
田
、
誕
生
寺
、
清
澄
寺
、

鴨
川
松
島
、
鯛
の
浦

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
鴨
川
市
納
涼
花
火
、
連
夜
の

花
火
IN
天
津
小
湊
、
棚
田
の
夜
祭
り
・
あ
か

り
、
菜
な
畑
ロ
ー
ド
、
鴨
川
地
区
合
同
祭
、

吉き
っ
ぽ
は
ち
ま
ん

保
八
幡
の
や
ぶ
さ
め

鴨川市長

長谷川孝夫

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

千葉市

鴨川市
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わが
を
語
る

市
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
、

歴
史
・
文
化
が
息
づ
く
ま
ち

　

茨
木
市
は
、
大
阪
と
京
都
の
中
間

で
、
電
車
で
20
分
圏
内
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　

市
内
に
は
Ｊ
Ｒ
、
阪
急
、
モ
ノ
レ
ー

ル
の
３
路
線
11
駅
、
名
神
と
新
名
神
高

速
道
路
の
Ｉ
Ｃ
が
あ
る
ほ
か
、
近
畿
自

動
車
道
、
大
阪
中
央
環
状
線
な
ど
の
国

土
幹
線
や
広
域
幹
線
道
路
が
走
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
抜
群
の
交
通
ア
ク
セ
ス

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
大
都
市
の
近
く
で

あ
り
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
古
く
か
ら
の
遺
産
や
文
化
的
伝
統

が
今
も
ま
ち
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和
45
年
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
万
博

の
玄
関
口
と
し
て
急
速
に
発
展
し
、
昭

和
50
年
に
は
人
口
が
20
万
人
を
超
え
、

28
万
人
と
な
っ
た
今
も
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

　

本
市
に
残
る
人
々
の
歴
史
は
古
く
、

活
動
の
跡
が
う
か
が
え
る
の
は
、
今
か

ら
１
万
５
０
０
０
年
以
上
も
前
の
旧
石

器
時
代
に
な
り
ま
す
。
弥
生
時
代
の
大

集
落
と
さ
れ
る
東
奈
良
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
銅ど
う
た
く鐸

の
鋳
型
は
、
完
全
な
形
で

残
っ
て
い
る
国
内
唯
一
の
石
の
鋳
型

で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
忠
臣
蔵
の
赤
穂
藩

主
・
浅あ
さ
の
た
く
み
の
か
み

野
内
匠
頭
ら
多
数
の
参
勤
交
代

の
大
名
が
郡
山
宿
本
陣（
椿
の
本
陣
）

を
宿
泊
や
休
憩
に
利
用
し
ま
し
た
。
今

も
西
国
街
道
沿
い
に
建
つ
本
陣
は
当
時

の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
と
し

て
知
ら
れ
る
千せ
ん
だ
い
じ

提
寺
・
下し

も
お
と
わ

音
羽
地
区
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
、
高
山
右
近
の
領
地

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
に
キ
リ

ス
ト
教
が
布
教
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

像
の
絵
画
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

川
端
康
成
が
学
ん
だ
教
育
の

ま
ち

　

日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作

家
、
川
端
康
成
は
本
市
の
名
誉
市
民
で

す
。
幼
児
期
か
ら
旧
制
中
学
校
卒
業
ま

で
を
本
市
で
過
ご
し
、
こ
の
時
期
に
文

学
へ
の
志
を
深
め
ま
し
た
。
昭
和
60
年

に
川
端
康
成
文
学
館

を
開
館
し
、
企
画
展

な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
教
育
委

員
会
と
学
校
現
場
が

一
体
と
な
っ
て
、
学

力
高
位
層
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
学
力
低
位
層
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
に

力
を
注
い
で
い
ま

す
。
ま
た
、
臨
床
心

理
士
や
社
会
福
祉
士
な
ど
の
教
員
以
外

の
専
門
家
を
配
置
す
る
な
ど
、
全
て
の

子
ど
も
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る「
一
人

も
見
捨
て
へ
ん
教
育
」に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た「
茨
木

の
教
育
」
は
全
国
的
に
注
目
を
集
め
、

平
成
26
年
度
以
降
１
５
０
を
超
え
る
市

町
村
か
ら
視
察
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
六
つ
の
大
学（
短

期
大
学
含
む
）
が
あ
り
、
学
生
が
多
く

活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
追
手

門
学
院
大
学
は
８
０
０
０
人
、
立
命
館

大
学
は
７
０
０
０
人
の
学
生
が
学
ん
で

確
か
な
未
来「
次
な
る
茨
木
」に
向
け
て

茨い
ば
ら
き木
市（
大
阪
府
）�

 

茨
木
市
長
　
福ふ

く
お
か岡

洋よ
う
い
ち一

3

追手門学院大学と同中学校・高等学校

防災公園と一体となった立命館大学
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お
り
、
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て

市
民
に
開
放
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、

さ
ら
に
は
地
域
の
商
業
施
設
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、
世
代
間
交

流
や
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
本
市
は
、
市
民
主
体
の
イ

ベ
ン
ト
が
と
て
も
盛
ん
で
、
各
小
学
校

区
単
位
で
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
、
地
区
運

動
会
、
文
化
展
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
各

大
学
と
の
連
携
に

伴
い
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
が
よ
り
盛
ん

に
な
っ
て
い
ま
す
。

産
業
が
集
積
、	

未
来
に
伸
び	

ゆ
く
ま
ち

　

市
北
部
と
箕
面

市
東
部
に
広
が
る

彩さ
い
と都
で
は
、
地
区
ご

と
に
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
進
ん

で
い
ま
す
。
西
部
地

区
に
は
バ
イ
オ
・
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
を
中
心
に
研

究
機
関
が
立
地
し

て
お
り
、
中
部
地
区
に
は
大
型
物
流
施

設
に
よ
る
物
流
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
名
神
高
速
道
路
の
茨
木
千
提

寺
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
す
る
東
部
地
区
の
一
部

は
工
場
や
大
型
物
流
倉
庫
な
ど
の
施
設

が
す
で
に
稼
働
し
て
お
り
、
残
り
の
エ

リ
ア
に
お
い
て
も
、
事
業
化
に
向
け
て

官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

「
次
な
る
茨
木
」に
向
け
た	

ま
ち
づ
く
り

　

本
年
の
春
に
は
、
１
０
０
年
に
１
度

の
大
雨
か
ら
市
街
地
を
守
る
た
め
に
建

設
を
進
め
て
き
た「
安
威
川
ダ
ム
」
の

堤
体
が
完
成
し
ま
す
。
市
街
地
か
ら
車

で
20
分
、
最
寄
り
の
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
10
分

と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
優
れ
た
ダ
ム
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
観
光
拠
点
と
す
る
た
め

に
、
ダ
ム
湖
畔
に
長
さ
日
本
一
の
歩
行

者
専
用
吊
り
橋
を
は
じ
め
、
バ
ン
ジ
ー

ジ
ャ
ン
プ
、
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
、
令
和
６
年
以
降
に
順
次

完
成
す
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
令
和
５
年
秋
に
は
、
ホ
ー
ル

や
図
書
館
、
子
育
て
支
援
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
が

完
成
し
ま
す
。
世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
建
築
家
・
伊
東
豊
雄
氏
が
手
掛
け

る
こ
の
複
合
施
設
で
、
常
に
い
ろ
い
ろ

な
発
見
や
出
会
い
が
あ
る
、
誰
も
が
す

ご
し
や
す
く
、訪
れ
た
く
な
る「
立
体
的

な
公
園
」の
よ
う
な
場
を
つ
く
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
次
な
る
茨
木
へ
。」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
選
ば
れ
る
よ
う
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
「
茨
」と
い
う
漢
字
の
中
に「
次
」と

い
う
文
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
去
・

現
在
・
未
来
を
つ
な
い
で
い
く「
次
々

と
ひ
ろ
が
る
、
果
て
し
な
い
未
来
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
こ
れ
か
ら
の
茨
木
へ
の

期
待
感
と
活
動
意
欲
を
喚
起
し
た
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が「
豊
か

さ
・
幸
せ
」
を
実
感
し
、
希
望
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

安威川ダム周辺整備（イメージ）さまざまな機能を備えた複合施設（イメージ）

◆ 

面
積　
　

76
・
49
㎢

◆ 

人
口　
　

28
万
３
５
０
４
人

◆ 

世
帯
数　

12
万
９
３
７
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
誰
も
が
「
豊
か
さ
・
幸
せ
」

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
ま
ち
半
分
、
や
ま
半
分
。

大
阪
と
京
都
の
中
間
に
位
置
し
、
交
通
網
が

発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
便
利

〔
特
産
品
〕
三
島
独う

ど活
、龍
王
み
そ
、赤
し
そ
、

大
甘
青
と
う
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
花
苗
、
清
酒

〔
観
光
〕
総
持
寺
（
西
国
第
二
十
二
番
札
所
）、

茨
木
神
社
、
疣い
ぼ
み
ず
い
そ
ら

水
磯
良
神
社
、
郡
山
宿
本
陣

（
椿
の
本
陣
）、
若
園
公
園
バ
ラ
園
、
茨
木
春

日
丘
教
会（
光
の
教
会
）、川
端
康
成
文
学
館
、

文
化
財
資
料
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
市
民
さ
く
ら
ま
つ
り
、
茨
木

里
山
ま
つ
り
、い
ば
ら
き
×
立
命
館
Ｄ
Ａ
Ｙ
、

茨
木
神
社
夏
祭
り
、茨
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

茨
木
辨べ

ん
て
ん天

花
火
大
会
、黒
井
の
清
水
大
茶
会
、

農
業
祭
・
環
境
フ
ェ
ア
、
い
ば
ら
き
イ
ル
ミ

フ
ェ
ス
タ
灯
（
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）

茨木市長

福岡洋一

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

大阪市

茨木市
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わが
を
語
る

市
多
面
的
な
魅
力
を
擁
す
る	

ま
ち　

周
南

　

周
南
市
は
、
山
口
県
の
東
南
部
に
位

置
し
、
中
国
山
地
に
面
し
た
北
部
に

は
、
自
然
豊
か
な
田
園
風
景
が
広
が

り
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
南
部
に
広
が

る
島
し
ょ
部
は
、
美
し
い
自
然
景
観
を

有
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
山
陽
新
幹
線
の
ぞ
み
の
停
車
駅

で
も
あ
る
徳
山
駅
の
南
側
に
は
、
長
年

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
続
け
、
令
和
４

年
２
月
に
開
港
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

徳
山
下
松
港
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
港
を

取
り
囲
む
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
周
南
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
は
、
県
内
第
１
位
の
製
造

品
出
荷
額
を
誇
り
、
県
の
経
済
を
け
ん

引
す
る
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
広
が
る
幻

想
的
な
工
場
夜
景
は
、
日
本
夜
景
遺
産

に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
み
な
ら

ず
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
は
、
徳
山
駅
を
中
心
と
し
て
、

商
業
地
や
業
務
地
、
住
宅
地
が
形
成
さ

れ
、
市
役
所
を
は
じ
め
、
港
や
動
物
園
、

図
書
館
、
美
術
博
物
館
な
ど
の
各
種
公

共
公
益
施
設
が
集
積
し
て
お
り
、
居
住

環
境
に
優
れ
た
利
便
性
の
良
い
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
産
業
が
調
和
し
た
多
面
的
な

魅
力
を
擁
す
る
本
市
へ
、
ぜ
ひ
一
度
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
常
を
と
き
ほ
ぐ
す
観
光

　

本
市
に
は
、
緑
豊
か
な
山
々
な
ど
の

美
し
い
自
然
や
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
歴

史
、
伝
統
、
文
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め「
日
常
を
と
き
ほ
ぐ
す
観
光
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
日
常
を
と
き
ほ

ぐ
す
観
光
」
と
は
、
そ
の
地
域
に
住
ん

で
い
る
方
々
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の

風
景
、
文
化
、
日
常
に
価
値
を
見
い
出

し
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

本
市
独
自
の
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上

げ
る
こ
と
で
、
地
元
の
方
々
の
地
域
へ

の
愛
着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
と
と
も

に
、
来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
力
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
北
部
に
位
置
す
る
鹿
野
地
域

は
、
昭
和
の
雪
舟
と
も
呼
ば
れ
た
重
森

三
玲
氏
が
作
庭
し
た「
漢か
ん
よ
う
じ

陽
寺
庭
園
」

を
は
じ
め
、
多
く
の
地
域
資
源
が
集
積

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
日
常
を
と
き

ほ
ぐ
す
観
光
」の
拠
点
エ
リ
ア
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

鹿
野
地
域
を
中
心
に
、
本
市
の「
日

常
」が
よ
り
価
値
の
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

周
南
公
立
大
学
の
開
学

　

本
市
に
は
、
山
口
県
東
部
唯
一
の
四

市
民
に
寄
り
添
い
、
分
か
り
合
え
る

市
政
の
実
現
を
目
指
し
て

周し
ゅ
う
な
ん南
市（
山
口
県
）�

 

周
南
市
長
　
藤ふ

じ

い井
律り

つ

こ子

4

日本夜景遺産に認定されている工場夜景

国の登録記念物でもある漢陽寺庭園（写真は曲水の庭）
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年
制
大
学
で
、
令
和
３
年
４
月
に
創
立

50
周
年
を
迎
え
た
、
学
校
法
人
徳
山
教

育
財
団
が
運
営
す
る
徳
山
大
学
が
あ
り

ま
す
。

　

少
子
化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、

地
方
や
地
方
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が

厳
し
く
な
る
中
、令
和
元
年
８
月
、同
財

団
か
ら
徳
山
大
学
の
公
立
化
に
関
す
る

要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
徳
山
大
学
公
立

化
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

約
２
年
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
、
公

立
化
に
よ
り
、
大
学
を
地
域
の
成
長
エ

ン
ジ
ン
と
し
た
地
方
創
生
、
地
域
課
題

を
解
決
す
る
能
力
を
備
え
た
人
材
の
育

成
・
定
着
、
若
者
に
よ
る
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
新
た
に「
周

南
公
立
大
学
」
と

し
て
開
学
し
、
さ

ら
に
開
学
か
ら
２

年
後
に
は
看
護
学

科
や
情
報
科
学
部

な
ど
、
時
代
に
即

し
た
新
た
な
学
部

学
科
の
設
置
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

周
南
公
立
大
学

を
周
南
地
域
の

「
知
の
拠
点
」と
位

置
付
け
、
大
学
を
生
か
し
た「
誇
り
と

品
格
と
知
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
り
組
み

　

近
年
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
水
素
利
活
用
の
推
進

や
、
豊
富
な
森
林
資
源
と
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
を
併
せ
持
つ
特
性
を
生
か
し
、
市

内
で
バ
イ
オ
マ
ス
材
を
生
産
す
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
徳
山
下
松
港
に
お

い
て
は
、２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
西
日
本
エ

リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠
点
と
な
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
形

成
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
競
争

力
の
維
持
・
強
化
と
脱
炭
素
化
の
両
立

を
実
現
す
る
た
め
、
本
年
１
月
６
日
、

「
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
脱
炭
素
推
進
協

議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
や
学
術
団
体
で

あ
る
化
学
工
学
会
、
学
識
経
験
者
、
行

政
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
て
連
携
す
る
全
国
的
に
も
珍

し
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
本
市
が
脱
炭

素
の
変
革
を
起
こ
す
旗
振
り
役
と
し

て
、
産
官
学
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
声
を
聞
き
、
寄
り
添
う

　

令
和
２
年
４
月
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
行
政
が
お
互
い
の
立
場
や
状
況
を
正

し
く
理
解
し
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
発
化
を
図
る
た
め
、「
市

民
の
声
を
聞
く
課
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
の
声
を
聞
く
」と
は「
市
民
の

声
が
届
く
」こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
は
市
政
に
、
市
政
か
ら
も
市
民

に「
言
葉
が
届
き
」、
や
が
て
互
い
に
相

手
の
立
場
や
考
え
に
深
く
思
い
を
巡
ら

す「
慮
お
も
ん
ぱ
かる

心
」
を
宿
す
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が「
分
か
り
合
え
る
」
関
係
の
構

築
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
と

聞
き
、
寄
り
添
い
、
分
か
り
合
え
る
市

政
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

周南公立大学として新たに開学する徳山大学

周南市長

藤井律子

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

山口市

周南市

◆ 

面
積　
　

６
５
６
・
29
㎢

◆ 

人
口　
　

13
万
９
４
８
８
人

◆ 

世
帯
数　

６
万
８
１
１
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
・
自
然
・
産
業
が
織
り

な
す　

未
来
に
つ
な
げ
る　

安
心
自
立
都
市　

周
南

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
北
は
中
国
山
地
、
南
は
瀬

戸
内
海
に
面
し
、
臨
海
部
に
は
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
が
広
が
る
自
然
と
産
業
が
調
和
し
た
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
15
年
４
月
21
日
、
徳

山
市
、
新
南
陽
市
、
熊
毛
町
、
鹿
野
町
の
２

市
２
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
徳
山
ふ
ぐ
、
周
南
た
こ
、
周
防

は
も
、
梨
、
ぶ
ど
う
、
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
、
わ
さ

び
、
ト
マ
ト
、
地
酒
、
高
瀬
茶

〔
観
光
〕
動
物
園
、
回
天
記
念
館
、
漢
陽
寺
、

周
南
工
場
夜
景
、
湯
野
温
泉
、
八や

し
ろ代

の
ナ
ベ

ヅ
ル

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
徳
山
夏
ま
つ
り
、
周
南
み
な

と
ま
つ
り
、
周
南
冬
の
ツ
リ
ー
ま
つ
り
、
サ

ン
フ
ェ
ス
タ
し
ん
な
ん
よ
う
、
か
の
冬
花
火

「
銀ぎ

ん
れ
い嶺
の
舞
」


